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(57)【要約】
　長手方向中心線、前側領域、股部領域、及び後側領域
を有する吸収性物品。吸収性物品は、主要部分、側部分
、及び腰部部分を有する。腰部部分は、エラストマー材
を有する前側ベルト部分及びエラストマー材を有する後
側ベルト部分を有するベルト部分を有する。前側ベルト
部分は、第１弾性部及び第２弾性部を有し、各部は力領
域を有する。後側ベルト部分は、第３弾性部及び第４弾
性部を有し、各部は力領域を有する。少なくとも１つの
ベルト部分において、部分の力領域は高力領域と低力領
域を交互に繰り返す。



(2) JP 2015-506790 A 2015.3.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向中心線と、前側領域と、股部領域と、後側領域と、を有する吸収性物品であっ
て、
　主要部分と、側部分と、腰部部分と、を含み、該側部分が該主要部分の外側寄りに横方
向に配置され、該腰部部分がベルト部分を含み、該ベルト部分がエラストマー材を含む前
側ベルト部分及びエラストマー材を含む後側ベルト部分から構成され、
　該前側ベルト部分が複数の力領域を含み、
　該後側ベルト部分が複数の力領域を含み、
　少なくとも１つのベルト部分において、該複数の力領域が高力領域と低力領域とを交互
に繰り返す、吸収性物品。
【請求項２】
　前記前側ベルト部分のエラストマー材及び前記後側ベルト部分のエラストマー材が、線
密度及び力予ひずみを示す弾性ストランドを含む、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記後側ベルト部分の前記複数の領域内の交互の力プロファイルが、前記１つ以上の弾
性ストランドの前記線密度を変更することにより得られる、請求項２に記載の吸収性物品
。
【請求項４】
　前記前側ベルト部分の前記複数の領域内の交互の力プロファイルが、前記弾性ストラン
ドの前記線密度を変更することにより得られる、請求項２又は３に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記前側ベルトの前記複数の領域内の交互の力プロファイルが、前記弾性ストランドの
弾性予ひずみを変更することにより得られる、請求項２～４のいずれか一項に記載の吸収
性物品。
【請求項６】
　前記後側ベルトの前記複数の領域内の交互の力プロファイルが、前記弾性ストランドの
弾性予ひずみ及び前記線密度を変更することにより得られる、請求項２～５のいずれか一
項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記吸収性物品が、隣接する交互の領域の間隔の少なくとも３倍である、前記前側ベル
ト部分及び前記後側ベルト部分内の少なくとも２つの交互の領域間のスペーサを含む、請
求項１～６のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記吸収性物品が、隣接する交互の領域の間隔の２倍である、前記前側ベルト部分及び
前記後側ベルト部分内の少なくとも２つの交互の領域間のスペーサを含む、請求項１～７
のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　弾性体の力プロファイルが、前記後側ベルトの側部分よりも前記後側ベルトの中央部分
で小さい、請求項１～８のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記エラストマー材が、湾曲した状態に整列され、前記吸収性物品の前記長手方向中心
線と鋭角を形成する、請求項１～９のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨てプルオン衣類に関する。
【背景技術】
【０００２】
　乳幼児、及び失禁症状のあるその他の個人は、尿及び他の身体排出物を受容及び収容す
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る使い捨て吸収性物品（おむつなど）を着用する。トレーニングパンツ又はプルオンおむ
つは、歩くことができ、しばしばトイレトレーニング中の子どもへの使用が進んでいる。
多くの使い捨てプルオン衣類は、腰部及び／又は脚部開口部に弾性的に収縮可能な状態で
固定された弾性要素を使用する。通常、脚部及び腰部の周囲に耐久性のある下着が備えら
れているような十分な弾性の着用感を確保するため、脚部開口部及び腰部開口部は、それ
ぞれの開口部の周囲に沿って位置付けられたゴム又は他の材料の伸縮性バンドによって少
なくとも部分的に囲まれる。
【０００３】
　伸縮性のある腰部開口部が生み出す高い収縮力はプルオンおむつの腰部開口部を着用者
の身体に固定するのに役立つと信じられている場合があるが、そのような高い収縮力は、
時に、介助者による吸収性物品の取り付け及び取り外しが困難になるだけでなく、プルオ
ンおむつの腰部開口部の弛みの原因にもなり得る。腰部開口部の前側部分は、着用者が呼
吸したり、座ったり、しゃがんだり、又は腰を曲げたりするときに膨張及び収縮を繰り返
す高運動領域と考えられる、着用者の腹部に位置付けられる。腹部が膨張すると、収縮力
が増大して相対的により高い固定力を生み出す。ただし、収縮力が増大するにつれ、収縮
の分力は高力状態から低力状態へ移動したがり、そのような伸縮性領域は、着用者のより
高い周囲のより高い力の領域から股部に向かってお腹の湾曲に沿ってより小さい周囲のよ
り低い力の領域まで移動する傾向にある。換言すれば、相対的に高い分力が着用者、特に
お腹の丸い着用者らの腹部にかかるとき、腰部周囲は着用者の股部に向かって減少し、プ
ルオンおむつの腰部部分は最小の力状態、即ち、それによっておむつ腰部を弛ませる、よ
り小さな周囲を求める。
【０００４】
　高運動領域である腹部にかかる高い収縮力が起こす弛みの可能性を減らすために、前側
中央腰部部分及び後側中央腰部部分の弾性材料を除去するか、又は減らすことが考えられ
る。ただし、弾性材料をそれらの部分から除去する場合は、別の欠点が発生する。即ち、
前側中央腰部部分が収縮力を有さず、そのため着用者の動きを適切に補うことができない
。結果として、着用者の動きにより前側腰部部分が裏返る恐れがあるか、又は間隙が形成
される恐れがある。そのような腰部部分の裏返り又は間隙はまた、着用者又は介助者にプ
ルオンおむつの質が悪いという印象を与え、パフォーマンスの損失、物品からの排出物の
漏れを招く恐れがあるため、弛みと同じくらい問題である。更に、吸収性コアの改善は、
弾性材料が身体と相互作用する方法にも影響を与え、それによって全体の着用感及び製品
のパフォーマンスに強く影響を及ぼし得る、より薄くより可撓性のある吸収性構造体をも
たらしてきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述に基づき、使い捨てプルオン衣類には、腰部開口部及び／又は脚部開口部の周囲に
改善された着用感を提供する必要がある。使い捨てプルオン衣類には、腰部開口部の弛み
及び／又は間隙の問題を改善する必要もある。使い捨てプルオン衣類には、腰部部分にお
ける裏返りの問題を改善する必要もある。加えて、腰部開口部の設計には、介助者が吸収
性物品を容易に取り付け及び取り外しできるようにする必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　長手方向中心線、前側領域、股部領域、及び後側領域を有する吸収性物品。吸収性物品
は、主要部分、側部分、及び腰部部分を有する。側部分は、主要部分の外側寄りに横方向
に配置される。腰部部分は、ベルト部分を有する。ベルト部分は、エラストマー材を有す
る前側ベルト部分及びエラストマー材を有する後側ベルト部分を有する。前側ベルト部分
は、第１弾性部及び第２弾性部を有する。前側ベルト部分の第１弾性部は、第１力領域、
第２力領域、及び第３力領域を有する。前側ベルト部分の第２弾性部は、第４力領域、第
５力領域、及び第６力領域を有する。後側ベルト部分は、第３弾性部及び第４弾性部を有
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する。後側ベルトの第３弾性部は、第７力領域、第８力領域、及び第９力領域を有する。
後側ベルトの第４弾性部は、第１０力領域、第１１力領域、及び第１２力領域を含む。個
々の力領域はそれぞれ、個々の力プロファイルを含み、第２力領域、第５力領域、第８力
領域、及び第１１力領域の１つ以上の力プロファイルは、それぞれの隣接した力領域の力
プロファイルよりも大きい。
【０００７】
　長手方向中心線、前側領域、股部領域、及び後側領域を有する吸収性物品。吸収性物品
は、主要部分、側部分、及び腰部部分を有する。側部分は、主要部分の外側寄りに横方向
に配置される。腰部部分は、エラストマー材を有する前側ベルト部分及びエラストマー材
を有する後側ベルト部分を有するベルト部分を有する。前側ベルト部分は、複数の力領域
を有する。後側ベルト部分は、複数の力領域を有する。少なくとも１つのベルト部分にお
いて、複数の力領域は高力領域と低力領域とを交互に繰り返す。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　本明細書は、本発明を構成するとみなされる主題を具体的に指摘しかつ明確に主張する
特許請求の範囲を結論とするが、本発明は、添付の図面と関連してなされた以下の説明に
よって更に理解されると考えられる。添付の図面において同様の参照符号が、実質的に同
一の要素を示すために用いられている。
【図１】典型的な使用中の形状の、例示の使い捨てプルオン衣類の斜視図である。
【図２】典型的な使用中の形状の、例示の使い捨てプルオン衣類の斜視図である。
【図３】内側表面を見えるようにしている平らな非収縮状態のプルオン衣類の平面図であ
る。
【図４Ａ】例示の使い捨てプルオン衣類の図３の線４～４に沿った、第１の実施形態の概
略断面図である。
【図４Ｂ】例示の使い捨てプルオン衣類の図３の線４～４に沿った、第２の実施形態の概
略断面図である。
【図４Ｃ】例示の使い捨てプルオン衣類の図３の線４～４に沿った、第３の実施形態の概
略断面図である。
【図４Ｄ】例示の使い捨てプルオン衣類の図３の線４～４に沿った、第４の実施形態の概
略断面図である。
【図４Ｅ】例示の使い捨てプルオン衣類の図３の線４～４に沿った、第６の実施形態の概
略断面図である。
【図４Ｆ】例示の使い捨てプルオン衣類の図３の線４～４に沿った、第７の実施形態の概
略断面図である。
【図４Ｇ】例示の使い捨てプルオン衣類の図３の線４～４に沿った、第８の実施形態の概
略断面図である。
【図５】本発明の一実施形態に好適な折り畳まれた外側レッグカフの実施例の図３の線５
～５に沿った概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書で使用するとき、用語「プルオン衣類」は、画定された腰部開口部及び一対の
脚開口部を有する着用物品であって、脚開口部の中に脚を挿入して腰上まで物品を引っ張
り上げることによって着用者の身体上に引っ張られる、着用物品を指す。本明細書では、
用語「使い捨て」は、洗濯、又は別の方法で衣類として復元若しくは再利用することを目
的としない衣類（即ち、それらは１回使用後に廃棄されることを目的とし、好ましくはリ
サイクルされるか、堆肥化されるか、又は環境に適した方式で処理されることを目的とす
る）を記述するために使用される。プルオン衣類はまた、好ましくは「吸収性」であり、
身体から排出された様々な排出物を吸収し収容する。吸収性物品の好ましい実施形態は、
図１に示す使い捨て吸収性プルオン衣類である。
【００１０】
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　本明細書で使用するとき、用語「吸収性物品」は、通常、乳幼児及び失禁症状のあるそ
の他の個人によって着用されて、尿、糞便、及び／又は経血を吸収し収容するプルオン衣
類を指す。しかし、用語「吸収性物品」は、トレーニングパンツ、失禁者用ブリーフ、女
性用衛生衣類、又は、パンティなど、他の衣類にも適用できることを理解されたい。
【００１１】
　本明細書で使用するとき、用語「弾性」、「エラストマー」、及び「エラストマーの」
は、破断又は破裂することなく一般に少なくとも５０％のひずみまで伸びが可能であり、
ひずみの原因である変形力が除去された後で、実質的にその最初の寸法まで回復可能であ
る材料を指す。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、用語「接合されている」には、ある要素を他の要素に直接結
合させることによって、ある要素を別の要素に直接固定させる構成と、ある要素を中間部
材に結合させてから、その中間部材を他の要素に結合させることによって、ある要素を別
の要素に間接的に固定させる構成が含まれる。
【００１３】
　図１は、吸収性物品２０の斜視図である。図２は、吸収性物品２０の斜視図である。吸
収性物品２０は、長手方向中心線Ｌ１及び横断方向中心線Ｔ１を有する（同様に図３を参
照）。吸収性物品２０は、外側表面２２、外側表面２２に対向する内側表面２４、前側領
域２６、後側領域２８、股部領域３０、及び前側領域２６と後側領域２８とを接合して、
２つの脚部開口部３４及び腰部開口部３６を形成するシーム３２を有する。また図１～３
を参照すると、吸収性物品２０は、主要部分１、側部分２、及び腰部部分３を含む。
【００１４】
　図１及び３に示される実施形態では、吸収性物品２０は、着用者の股部領域を覆うため
の吸収性本体３８（以下、「本体」と称されることもある）及び腰部開口部３６の周囲に
横方向に延在するベルト４０を含む。吸収性物品２０はまた、本体３８を覆うための外側
カバー層４２を含んでもよい。ベルト４０は、腰部開口部３６を画定する。ベルト４０、
本体３８、及び／又は外側カバー層４２は共に、脚部開口部３４を画定する。吸収性物品
２０は、上部に図形４６で印刷されたパッチシート４４を有してもよく、このシートは前
側領域２６及び／又は後側領域２８に配置されてもよい。
【００１５】
　図２に示される実施形態では、吸収性物品２０は、着用者の股部領域を覆うための吸収
性本体３８及び腰部開口部３６の周囲に横方向に延在するベルト４０を含む。吸収性物品
２０はまた、本体３８を覆うための外側カバー層４２を含んでもよい。ベルト４０は、腰
部開口部３６を画定する。ベルト４０、本体３８、及び／又は外側カバー層４２は共に、
脚部開口部３４を画定する。１つ以上のベルト層は、第１腰部領域２６内の第１腰部縁部
１３４から股部領域を通って長手方向に向かい合う、第２腰部領域２８内の第２腰部縁部
１３８へと延在してよく、吸収性物品２０の外側表面の一部又は全体を形成してもよい。
【００１６】
　吸収性本体３８は、本体３８上に配置される身体排出物を吸収し、収容する。図３に示
される実施形態では、本体３８は、長手方向中心線Ｌ１、横断方向中心線Ｔ１、左右の長
手方向に延在する側縁部４８（以下、「長手方向側縁部」と称されることもある）、並び
に前側及び後側の横方向に延在する末端縁部５０（以下、「横方向末端縁部」と称される
こともある）を有する略方形形状を有する。本体３８はまた、腰部パネル（即ち、吸収性
物品２０の前側腰部領域２６に位置付けられる前側腰部パネル５２、及び後側腰部領域２
８に位置付けられる後側腰部パネル５４）、及び股部領域３０の、前側腰部パネル５２と
後側腰部パネル５４との間の股部パネル５６を有する。
【００１７】
　図４Ａ及び４Ｂに示される実施形態では、吸収性物品２０は、着用者の腰部の少なくと
も一部を取り囲むことを目的とする前側及び後側ベルト８４、８６を含んでもよく、前側
及び後側ベルト部分８４、８６は、吸収性物品２０の股部領域３０を形成する本体３８に
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よって接合される。前側及び後側ベルト８４及び８６は、吸収性物品の外側表面２２の一
部を形成する第１ベルト層から形成されてもよく、第１ベルト層８２は、２つの長手方向
に離間配置された材料のウェブで形成されてもよい。前側及び後側ベルト８４及び８６は
また、吸収性物品２０の内側表面２４の一部を形成する第２ベルト層８３を含んでよく、
第２ベルト層８３はまた、２つの長手方向に離間配置された材料のウェブで形成されても
よい。第２ベルト層はまた、断続的かつ横方向に離間配置されてよい。第１及び第２ベル
ト層８２、８３は、実質的に同じ材料で形成されてよいか、又は異なる材料を含んでもよ
い。第１及び第２ベルト層８２、８３は、不織布、フィルム、発泡体、弾性不織布、又は
これらの組み合わせから形成されてもよい。前側及び後側ベルト８４、８６はまた、第１
ベルト層８２と第２ベルト層８３との間に配置されたエラストマー材を含んでもよい。エ
ラストマー材は、弾性ストランド、エラストマーフィルム、エラストマーリボン、エラス
トマー不織布、エラストマーフィラメント、エラストマー系接着剤、エラストマー発泡体
、スクリム、又はこれらの組み合わせのうちの１つ以上を含んでよい。エラストマー材の
一部は、外側カバー層と直接結合されてよい。吸収性物品の本体３８は、外側表面２２、
バックシート６０、内側表面２４、トップシート５８、及びトップシート５８とバックシ
ート６０との間に配置された吸収性コア６２を含んでよい。バックシートは、不織布材、
織布材、フィルム、又は１つ以上のこれらの材料の組み合わせを含む積層体で形成されて
もよい。一実施形態では、バックシートは、積層の不織布が外側カバー層であるフィルム
及び不織布の積層である。加えて、本体３８は、本体の側縁部又はその近傍に配置された
伸縮性バリアレグカフ６４を含んでもよい。前側及び後側ベルト８４、８６は、本体の少
なくとも一部と重なり合ってよく、ベルト部分の一方又は両方は、本体の外側表面あるい
は本体の内側表面に配置されてよい。第２ベルト層の一部及び／又は第１ベルト層の一部
は、外側カバー層に直接取り付けられてもよい。あるいは、前側及び後側ベルト８４、８
６は、ベルトの第１表面を形成する、長手方向に離間配置された材料のウェブを含んでよ
く、ウェブはベルトの腰部縁部、あるいは脚部開口部縁部に沿って折り畳まれてエラスト
マー材を包み、ベルトの第２表面の少なくとも一部を形成する。換言すれば、それぞれの
ベルト部分の内側表面及び外側表面の少なくとも一部は、材料の単一ウェブから形成され
てよい。
【００１８】
　図４Ｃ及び４Ｄに示される実施形態では、吸収性物品２０は、前側及び後側腰部領域２
６、２８にそれぞれ配置され、着用者の腰部の少なくとも一部を取り囲むことを目的とす
る前側及び後側伸張可能ベルト８４、８６を含んでよく、前側及び後側ベルト８４、８６
は、物品の股部領域３０を形成する本体によって接合される。第１及び第２ベルトは、第
１腰部領域２６内の第１腰部縁部１３４から股部領域を通って長手方向に向かい合う、第
２腰部領域２８内の第２腰部縁部１３８へと延在し、吸収性物品２０の外側表面の一部を
形成する第１ベルト層から形成されてもよい。前側及び後側ベルト８４、８６はまた、吸
収性物品の内側表面２４の一部を形成する第２ベルト層を含んでよく、第２ベルト層は、
２つの長手方向に離間配置された材料のウェブで形成されてもよい。第１及び第２ベルト
部分はまた、第１ベルト層と第２ベルト層との間に配置されたエラストマー材を含んでも
よい。エラストマー材は、弾性ストランド、エラストマーフィルム、エラストマーリボン
、エラストマー不織布、エラストマーフィラメント、エラストマー系接着剤、エラストマ
ー発泡体、スクリム、又はこれらの組み合わせを含んでよい。吸収性物品の本体３８は、
外側表面２２、バックシート６０、内側表面２４、トップシート５８、及びトップシート
５８とバックシート６０との間に配置された吸収性コア６２を含んでよい。第１ベルト層
は、外側表面２２の一部を形成してよい。加えて、本体は、本体の側縁部又はその近傍に
配置された伸縮性バリアレグカフ６４を含んでもよい。第２ベルト層は、本体の少なくと
も一部に重なり合ってよく、第２ベルト層のウェブの一方又は両方は、第１ベルト層の外
側表面あるいは第１ベルト層の内側表面を形成してよい。あるいは、第１ベルト層の前側
部分及び／又は後側部分は、ベルト領域の腰部縁部に沿って折り畳まれてエラストマー材
を包み、前側及び後側ベルト部分８４、８６の一方又は両方の第２ベルト層の一部を形成
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してよい。換言すれば、それぞれのベルト部分の内側表面及び外側表面は、材料の単一ウ
ェブから形成されてよい。
【００１９】
　図４Ｅ及び４Ｆに示される実施形態では、吸収性物品２０は、第１腰部領域２６内の前
側腰部領域１３４から股部領域を通って長手方向に向かい合う、第２腰部領域２８内の後
側腰部縁部１３８へと延在する、外側カバー層全体４２を含んでよい。物品はまた着用者
の腰部を取り囲むことを目的とする前側及び後側ベルト８４、８６を含んでよく、前側及
び後側ベルト８４、８６は、物品２０の外側カバー層４２及び／又は本体３８に接合され
る。第１及び第２ベルトは、ベルトの外側表面の一部を形成する第１ベルト層から形成さ
れ、第１ベルト層は２つの長手方向に離間配置された材料のウェブで形成される。第１及
び第２ベルト部分はまた、吸収性物品の内側表面の一部を形成する第２ベルト層を含み、
第２ベルト層はまた、２つの長手方向に離間配置された材料のウェブで形成される。第１
及び第２ベルト層は、実質的に同じ材料で形成されてよいか、又は異なる材料を含んでも
よい。第１及び第２ベルト層は、不織布、フィルム、発泡体、又はこれらの組み合わせか
ら形成されてもよい。第１及び第２ベルトはまた、第１ベルト層と第２ベルト層との間に
配置されたエラストマー材を含んでもよい。エラストマー材は、弾性ストランド、エラス
トマーフィルム、エラストマーリボン、エラストマー不織布、エラストマーフィラメント
、エラストマー系接着剤、エラストマー発泡体、スクリム、又はこれらの組み合わせを含
んでよい。第１及び第２ベルトは、外側カバー層の内面に配置されてよい。あるいは、第
１及び第２ベルトは、外側カバー層の外側表面に配置されてよい。そのような実施形態で
は、外側カバー層は、腰部領域で物品の内側表面の一部を形成し、第１ベルト層は、物品
の外側表面の一部を形成する。第２ベルト層が存在する場合は、第１ベルト層と外側カバ
ー層との間に配置されてよい。吸収性物品２０の本体３８は、外側表面２２、バックシー
ト６０、内側表面２４、トップシート５８、及びトップシート５８とバックシート６０と
の間に配置された吸収性コア６２を含んでよい。加えて、本体３８は、本体３８の側縁部
又はその近傍に配置された伸縮性バリアレグカフ６４を含んでもよい。前側及び後側ベル
ト８４、８６の一方又は両方は、本体３８の少なくとも一部と重なり合ってよく、ベルト
の一方又は両方は、本体３８の外側表面あるいは本体３８の内側表面に配置されてよい。
前側及び後側ベルト８４、８６の一方又は両方は、外側カバー層の内面に配置されてよく
、あるいはベルトの一方又は両方は、外側カバー層の外面に配置されてよい。前側及び後
側ベルト８４、８６の一方又は両方は、ベルトの第１表面を形成する、長手方向に離間配
置された材料のウェブを含んでよく、ウェブはベルトの腰部縁部３６に沿って折り畳まれ
てエラストマー材を包み、ベルトの第２表面の少なくとも一部を形成する。換言すれば、
ベルト部分の一方又は両方の内側表面及び外側表面の一部又は全体は、材料の単一ウェブ
から形成されてよい。前側及び後側ベルトのしわ、小じわ、折り目は、外側カバー層のも
のと異なる配置、寸法、配向、形状などを有してよい。
【００２０】
　図４Ｇに示される実施形態では、吸収性物品２０は、着用者の腰部の少なくとも一部を
取り囲むことを目的とする前側及び後側ベルト８４、８６を含んでもよく、前側及び後側
ベルト８４、８６は、吸収性物品２０の股部領域３０の一部を形成する本体３８に接合さ
れる。前側及び後側ベルト８４、８６は、吸収性物品の外側表面の一部を形成する第１ベ
ルト層８２から形成される。前側及び後側ベルト部分８４、８６はまた、吸収性物品２０
の内側表面２４の一部を形成する第２ベルト層８３を含む。第２ベルト層は、外側に断続
的かつ横方向に離間配置されてよい。第１及び第２ベルト層８２、８３は、実質的に同じ
材料で形成されてよいか、又は異なる材料を含んでもよい。第１及び第２ベルト層８２、
８３は、不織布、フィルム、発泡体、又はこれらの組み合わせから形成されてもよい。前
側及び後側ベルト部分８４、８６はまた、第１ベルト層８２と第２ベルト層８３との間に
配置されたエラストマー材を含んでもよい。エラストマー材は、弾性ストランド、エラス
トマーフィルム、エラストマーリボン、エラストマー不織布、エラストマーフィラメント
、エラストマー系接着剤、エラストマー発泡体、スクリム、又はこれらの組み合わせを含
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んでよい。エラストマー材の一部は、外側カバー層と直接結合されてよい。吸収性物品の
本体３８は、外側表面２２、バックシート６０、内側表面２４、トップシート５８、及び
トップシート５８とバックシート６０との間に配置された吸収性コア６２を含んでよい。
特定の実施形態において、バックシートは、不織布及びフィルムの積層であってよく、不
織布は外側カバー層によって形成される。加えて、本体３８は、本体３８の側縁部又はそ
の近傍に配置された伸縮性バリアレグカフ６４を含んでもよい。前側及び後側ベルト８４
、８６は、本体３８の少なくとも一部と重なり合って、ベルトの一方又は両方は本体３８
の外側表面に配置されてよい。第２ベルト層の一部及び／又は第１ベルト層の一部は、外
側カバー層に直接取り付けられてもよい。前側及び後側ベルト８４、８６は、第１腰部領
域２６内の第１腰部縁部１３４から股部領域を通って第２腰部領域２８内の第２腰部縁部
１３８へと延在し、吸収性物品２０の外側表面の一部を形成する第１ベルト層から形成さ
れてもよい。前側及び後側ベルト８４、８６はまた、第１腰部領域２６内の第１腰部縁部
１３４から股部領域を通って第２腰部領域２８内の第２腰部縁部１３８へと延在し、吸収
性物品２０の内側表面の一部を形成する第２ベルト層を含んでもよい。第１及び第２ベル
ト層は、実質的に同じ材料で形成されてよいか、又は異なる材料を含んでもよい。第１及
び第２ベルト層は、不織布、フィルム、発泡体、織布材、又はこれらの組み合わせから形
成されてもよい。前側及び後側ベルト部分８４、８６はまた、第１及び第２腰部領域２６
、２８の一方又は両方の第１ベルト層と第２ベルト層との間に配置されたエラストマー材
を含んでもよい。エラストマー材は、弾性ストランド、エラストマーフィルム、エラスト
マーリボン、エラストマー不織布、エラストマーフィラメント、エラストマー系接着剤、
エラストマー発泡体、スクリム、又はこれらの組み合わせを含んでよい。吸収性物品２０
の本体３８は、外側表面２２、バックシート６０、内側表面２４、トップシート５８、及
びトップシート５８とバックシート６０との間に配置された吸収性コア６２を含んでよい
。第１及び第２ベルト層の一方又は両方は、外側表面２２の一部を形成してよい。加えて
、本体３８は、本体３８の側縁部又はその近傍に配置された伸縮性バリアレグカフ６４を
含んでもよい。前側及び後側ベルト８４、８６の一方又は両方の一部は、本体３８の少な
くとも一部と重なり合ってよい。あるいは、前側ベルト部分及び後側ベルト８４、８６は
、ベルト部分の第１表面を形成するベルト層を含んでもよく、ベルト層はベルト部分の腰
部縁部に沿って折り畳まれてエラストマー材を包み、反対側のベルト層の一部と重なり合
ってよい。換言すれば、それぞれのベルト部分の内側表面の一部及び外側表面の一部は、
材料の単一ウェブから形成されてよい。
【００２１】
　本体３８の一部又は全体を、本体３８が作られる材料（例えば、バックシート６０）本
来の延伸性を超える程度まで延伸可能に作製してよい。着用者の運動中に本体３８が着用
者の身体にぴったり一致できるようにするため、及び／又は適切な体適用範囲を提供する
ために、更なる延伸性が望ましい場合がある。例えば、伸展延伸前に特定の大きさを有す
る本体３８を含む吸収性物品のユーザーに、本体３８の前側腰部領域２６、後側腰部領域
２８、又は両方の腰部領域を延伸させて、異なる大きさの着用者のための追加の体適用範
囲を提供するために、即ち、物品を個々の着用者にぴったり合わせるために、更なる延伸
性が望ましい場合もある。腰部領域又は領域類のこのような延伸は、股部領域が腰部領域
又は領域類より相対的に少ない程度に延伸されるかぎり、本体３８に略砂時計形状を与え
ることがあり、またそれが着用されたときに、ぴったり合った外観を物品に付与すること
がある。更に、物品１０の価格を最小限に抑えるために、更なる延伸性が望ましい場合が
ある。例えば、このような延伸性を有しない比較的小さな物品を作製することしかできな
い材料の量を用いて、非延伸状態の小さな吸収性物品が適合する、より大きな着用者を適
切に被覆するように延ばすことができる物品を作製することができる。
【００２２】
　その最大延伸性に対する、各部分の横方向延伸が、本体３８に砂時計の形状を付与する
ように、本体３８の一部、例えば、腰部領域２６、２８の一方又は両方におけるシャーシ
の一部は、股部領域における本体３８の別の部分の最大延伸性を超える最大延伸性まで横
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方向に延伸可能であってもよい。一実施形態では、前側及び後側延伸可能ベルトの一方又
は両方の下にある及び／又はこれに直接隣接する本体３８の一部は、本体３８の別の部分
（例えば、股部領域）の最大延伸性を超える最大延伸性まで、横方向に延伸可能であって
もよく、よって、腰部領域を着用者の尻部を覆ってフィットするために伸長可能にするこ
とにより、及び、これに加えて、脚部開口部を開口し、配向して、着用者がより効果的に
脚を開口部を通して配置可能にすることにより、その最大延伸性までのそれぞれの一部分
の横方向の延伸は、着用者の身体への吸収性物品の適用を促進する。
【００２３】
　本体３８の更なる横方向の延伸性は多様な方法で提供してよい。例えば、本体３８が作
製される材料に、多くの既知の方法のいずれかによりひだを付けてもよい。あるいは、本
体３８の全体又は一部は、Ｃｈａｐｐｅｌｌらの名前で１９９６年５月２１日に発行され
た米国特許第５，５１８，８０１号に記載されるように形成されたウェブ材料又は形成さ
れたウェブ材料の積層体で作製されてよい。この形成されたウェブ材料は、元の材料をエ
ンボス加工又は別の変形方法によって変化させて、ほぼ長手方向に配向された交互の隆起
部及び谷部のパターンを作製する、横方向に延伸する異なる領域を含み、また、横方向に
延伸する変更された領域間に横方向に延伸する変更のない領域を含む。形成されたウェブ
材料は、隆起部及び谷部が、その点を超えて延伸するのに必要とされるよりも実質的に小
さな力で平らになる点まで、隆起部に垂直な方向に延伸することができる。横方向の延伸
性に加えて、上記のように形成された積層ウェブの作製は、改善された質感並びに布様の
外観及び感触を備える本体３８のバックシートを提供する。変形は、フィルムに布様のパ
ターンを作り、多層フィルムの不織布のかさばりを増加させ、積層バックシートの不織布
を増加させる。
【００２４】
　あるいは、吸収性物品の一部は、米国特許第５，３６６，７８２号（Ｃｕｒｒｏらに１
９９４年１１月２２日に発行）に記載されているように、リングロール加工され、よって
高度に延伸性にされ得る。具体的には、リングロール装置は、噛みあう歯を有する反対側
のロールを含み、それらの歯は吸収性物品（又はその一部）を形成する材料を漸増式に引
き伸ばして可塑的に変形させ、それによってリングロール加工された領域で物品の延伸性
を与える。一実施形態では、吸収性物品は、前側又は後側腰部領域の少なくとも１つの一
部、例えば、前側及び後側ベルト８４、８６の一方又は両方の下にある及び／又はこれに
直接隣接する本体３８の一部などにおいて、リングロール加工されてもよく、一方で、他
の領域は構造化された弾性様に形成されたウェブ材料を含んでもよい。物品は、腰部領域
の一方又は両方において全幅にわたりリングロール加工されてもよいか、あるいは、本体
３８の幅の一部のみ又はベルトの一方若しくは両方の一部のみがリング加工されてもよい
。
【００２５】
　本体３８の前側横方向中央部及び後側横方向中央部は、本体３８の他の部分と異なる範
囲の延伸性を有してよい。更に又は別の方法として、横方向中央部は、所与の水準の対向
する張力を受けるときに、多かれ少なかれ延伸性があってよく、即ち、本体３８の他の部
分より、容易に伸張可能であっても、容易に伸張不可能でもよい。
【００２６】
　本体３８は、液体透過性トップシート５８、液体不透過性バックシート６０、及びそれ
らの間に配置される吸収性コア６２を備えてよい。本体３８は、長手方向側縁部４８に沿
って配置されるバリアレグカフ６４を追加的に備えてもよい。バリアレグカフ６４は、股
部領域３０内の液体及び他の身体排出物の、改善された収容性を提供する。図５に示され
るバリアレグカフ６４は、折り畳まれて２つの層を有するバリアレグカフを形成し得る材
料の単一層を含む。バリアレグカフ６４は、長手方向側縁部４８又はその近傍で本体の側
部から長手方向中心線Ｌ２に向かって延在する。バリアレグカフは、折り畳み線６６に沿
って長手方向側縁部４８に向かって折り返されてよい。バリアレグカフ６４は、遠位部分
６８に隣接する第１バリアカフ弾性材料７２と、バリアレグカフ６４の近位部分７０に隣
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接する第２バリアカフ弾性材料７３とを有してよい。バリアレグカフ６４の近位部分７０
は、長手方向側縁部４８に隣接するバックシート６０に接合されてよい。バリアレグカフ
６４の折り畳み線６６に沿った部分及び遠位部分６８は、股部領域３０内の本体３８のい
かなる部分へも接着を有さなくてもよく、そのためバリアレグカフ６４は着用者の身体に
向かって直立する。バリアレグカフ６４の横端部７４を、長手方向に向かい合うレグカフ
の端部又はその近傍で、５に示されるような接着剤、熱ボンド、圧着などの任意の既知の
手段であってよい取り付け手段によりトップシート５８に接合してよい。
【００２７】
　液体透過性トップシート５８は、吸収性コア６２の身体に面する面に隣接して位置付け
られてよく、当該技術分野において既知である任意の取り付け手段によって、吸収性コア
６２の身体に面する面及び／又はバックシート６０に接合されてもよい。液体不透過性バ
ックシート６０は概して、吸収性コア６２の衣類に面する面に隣接して位置付けられる吸
収性物品２０の部分であり、吸収性コア６２内に吸収され収容された滲出物が、吸収性物
品２０に接触し得る物品を汚すのを防ぐ。吸収性コアは、トップシート５８とバックシー
ト６０との間に位置付けられ、尿などの液体及び他のある種の身体排出物を吸収して保持
する。
【００２８】
　トップシート５８、バックシート６０、及び吸収性コアは、任意の既知の材料で製造さ
れてよい。好適なトップシート材料には、多孔質発泡体、網状発泡体、孔あきプラスチッ
クフィルム、又は天然繊維（例えば、木材繊維若しくは綿繊維）、合成繊維（例えば、ポ
リエステル繊維若しくはポリプロピレン繊維）、又は天然繊維と合成繊維との組み合わせ
による織布ウェブ若しくは不織布ウェブが挙げられ得る。好適なバックシート材料として
、おむつから蒸気を逃がすものの、滲出物がバックシートを通り抜けることを防ぐ通気性
材料を挙げることも可能である。
【００２９】
　吸収性物品２０に用いる好適な吸収性コアは、一般に圧縮性であって、適合性があり、
着用者の皮膚に対して非刺激性であり、尿などの液体及び他のある種の身体排泄物を吸収
して保持することができる、任意の吸収性材料を含んでよい。加えて、吸収性コアの構成
及び構造はまた、変化してもよい（例えば、吸収性コア又は他の吸収性構造体は、変化す
るキャリパーの区域、親水性の勾配、超吸収性の勾配、若しくはより低い平均密度及びよ
り低い平均坪量の獲得区域を有してよく、又は１つ以上の層若しくは構造体を含んでよい
）。一部の実施形態では、吸収性コアは、流体獲得コンポーネント、流体分配コンポーネ
ント、及び流体貯蔵コンポーネントを含んでよい。流体獲得コンポーネント、流体分配コ
ンポーネント、及び流体貯蔵コンポーネントを有する好適な吸収性コアの例は、米国特許
第６，５９０，１３６号に記載されている。
【００３０】
　外側カバー層４２は、吸収性物品２０の外側表面２２上に配置され、また吸収性本体３
８の股部パネル５６を被覆してもよい。外側カバー層４２は、本体３８の前側腰部パネル
５２及び後側腰部パネル５４内へと延在し、本体３８の前側腰部パネル５２及び後側腰部
パネル５４を被覆してもよい。外側カバー層は、バックシート及び／又は本体の一部を形
成してもよい。外側カバー層４２は、本体３８の液体不透過性バックシート６０の一部又
は全体と直接接合されて、これを被覆してよい。前側及び後側ベルト８４、８６の中央パ
ネル８０は、外側カバー層４２を通して、本体３８の前側腰部パネル５２及び後側腰部パ
ネル５４に接合されてもよい。したがって、外側カバー層４２は、前側及び後側ベルト８
４、８６と、本体３８の液体不透過性バックシート６０との間に配置される。図２及び４
Ｃに示される一実施形態では、外側カバー層４２は、液体不透過性バックシート６０と同
一の広がりを持つ。脚部弾性材料１４０は、本体３８の長手方向側縁部４８に沿って概ね
長手方向に延在するように配置される。脚部弾性材料１４０は、少なくとも吸収性物品２
０の股部領域３０内に配置されてもよく、又は長手方向側縁部４８の全体に沿って配置さ
れてもよい。
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【００３１】
　外側カバー層４２は、ベルト４０を構成する内側層８３及び外側層８２の材料とは別の
材料を含んでもよい。外側カバー層４２は、２つ又はそれ以上の材料の層を含んでよい。
外側カバー層４２は、任意の既知の材料を含んでよく、上記説明の前側及び後側ベルト８
４、８６に用いられる材料を含んでよい。外側カバー層４２は、合成繊維の不織布ウェブ
の単一層を含んでよい。外側カバー層４２は、疎水性の非伸縮性不織布材の単一層を含ん
でよい。外側カバー層は、フィルム、発泡体、不織布、織布材など及び／又はそれらの組
み合わせ、例えばフィルム及び不織布の積層体など、を含んでよい。
【００３２】
　ベルト４０は、前側ベルト８４及び後側ベルト８６（以下、「前側及び後側ベルト８４
、８６」とする場合もある）を含んでよく、前側ベルト８４及び後側ベルト８６をシーム
３２で永続的に若しくは再固定可能に接合することによって、又は前側及び／若しくは後
側ベルトを本体３８に永続的に若しくは再固定可能に接合することによって、リング様構
成を有する。
【００３３】
　ベルト４０は、リング様かつ弾性体であってよい。リング様弾性ベルト４０は、吸収性
物品２０の腰部開口部３６の周囲に横方向に延在し、適合力を動的に形成するように働き
、着用中に動的に生成される力を分配する。出願人らは、改善された着用感が、エラスト
マー材の距離、線密度及び予ひずみを、お互いに関して及び身体の開口部に関して制御す
ることにより生成され得ることを発見した。このことは、所望の特性を呈するベルト４０
全体に異なる材料を選択することにより生じ得る。異なる材料は、固有の距離、線密度、
及び予ひずみで結合されて、適合力を動的に形成するように働くベルト４０を作製する。
この改善された着用感は、弛み及び／又は腰部開口部周囲の間隙問題の減少につながる。
以下の実施例は、ベルト実施形態の異なる部分の様々な特性を説明する。
【実施例】
【００３４】
　実施例１：各部の寸法
【００３５】

【表１】

【００３６】
　実施例２：力領域の寸法
【００３７】
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【表２】

【００３８】
　実施例３：ベルトにおける弾性ストランド及びベビーケア製品におけるその特性
【００３９】
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【表３】

【００４０】
　実施例４：ベルトにおける弾性ストランド及びベビーケア製品におけるその特性
【００４１】
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【表４】

【００４２】
　前側及び後側ベルト８４、８６は任意の既知の材料を含んでよい。前側及び後側ベルト
８４、８６に適した材料は、プラスチックフィルム、孔あきプラスチックフィルム、天然
材料（例えば、木材繊維若しくは木綿繊維）、合成繊維（例えば、ポリオレフィン類、ポ
リアミド類、ポリエステル、ポリエチレン、若しくはポリプロピレンの繊維）又は天然繊
維及び／若しくは合成繊維の組み合わせの織布若しくは不織布ウェブ、あるいは、コーテ
ィングされた織布ウェブ若しくは不織布ウェブなど、広範な材料から作製され得る。ベル
トは、合成繊維の不織布ウェブを備えてもよい。ベルトは、伸縮性不織布を含んでよい。
ベルトは、内部疎水性で非伸縮性の不織布材及び外部疎水性で非伸縮性の不織布材を含ん
でよい。
【００４３】
　ベルト４０は、前側ベルト８４内に位置する第１弾性部１０２及び第２弾性部１０４を
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含んでよい。ベルト４０は、後側ベルト８６内に位置する第３弾性部１０６及び第４弾性
部１０８を含んでよい。第１弾性部１０２及び第４弾性部１０８は、腰部開口部３６に隣
接する。第２弾性部１０４及び第３弾性部１０６は、脚部開口部３４に隣接する。第１弾
性部１０２は、前側ベルト８４の長手方向の長さの２０パーセント～８０パーセント、２
５パーセント、４０パーセント、５０パーセント、６０パーセント、７０パーセントを含
んでよい。第２弾性部１０４は、前側ベルト８４の長手方向の長さの２０パーセント～８
０パーセント、２５パーセント、４０パーセント、５０パーセント、６０パーセント、７
０パーセントを含んでよい。第３弾性部１０６は、後側ベルト８６の長手方向の長さの２
０パーセント～８０パーセント、２５パーセント、４０パーセント、５０パーセント、６
０パーセント、７０パーセントを含んでよい。第４弾性部１０８は、後側ベルト８６の長
手方向の長さの２０パーセント～８０パーセント、２５パーセント、４０パーセント、５
０パーセント、６０パーセント、７０パーセントを含んでよい。
【００４４】
　ベルト４０は、第１弾性部１０２と第２弾性部１０４との間に前側境界を含んでよく、
前側境界は、吸収性コアの前縁部から５ｍｍ、１０ｍｍ、２０ｍｍ、３０ｍｍ、４０ｍｍ
、５０ｍｍ以内に位置してよい。ベルト４０は、第３弾性部１０６と第４弾性部１０８と
の間に後側境界を含んでよく、後側境界は、吸収性コアの後縁部から５ｍｍ、１０ｍｍ、
２０ｍｍ、３０ｍｍ、４０ｍｍ、５０ｍｍ以内に位置してよい。
【００４５】
　ベルト４０は、前側ベルト８４内に位置する第１力領域１１０、第２力領域１１２、第
３力領域１１４、第４力領域１１６、第５力領域１１８、及び第６力領域１２０を含んで
よい。第１力領域１１０、第２力領域１１２、及び第３力領域１１４は、第１弾性部１０
２内に位置してよい。第４力領域１１６、第５力領域１１８、及び第６力領域１２０は、
第２弾性部１０４内に位置してよい。第１力領域１１０、第２力領域１１２、第３力領域
１１４、第４力領域１１６、第５力領域１１８、及び第６力領域１２０は、０～１０Ｎ／
領域の横方向の力を備えてよい。領域内の力はまた、ベルト４０の中央と左右の長手方向
に延在する側縁部４８との間で変化してよい。
【００４６】
　第１力領域１１０は、腰部開口部３６に隣接して配置される。第６力領域１２０は、脚
部開口部３４に隣接して配置される。第１力領域１１０、第２力領域１１２、及び第３力
領域１１４の少なくとも一部は、腰部開口部に向かい長手方向軸線に沿って、前側ベルト
幅の上部３分の２以内に位置する。第４力領域１１６の少なくとも一部、第５力領域１１
８、及び第６力領域１２０は、脚部開口部３４に向かって、前側ベルト幅の下部３分の２
以内に位置する。
【００４７】
　ベルト４０は、後側ベルト８６内に位置する第７力領域１２２、第８力領域１２４、第
９力領域１２６、第１０力領域１２８、第１１力領域１３０、及び第１２力領域１３２を
含んでよい。第７力領域１２２、第８力領域１２４、及び第９力領域１２６は、第３弾性
部１０６内に位置してよい。第１０力領域１２８、第１１力領域１３０、及び第１２力領
域１３２は、第４弾性部１０８内に位置してよい。第７力領域１２２、第８力領域１２４
、第９力領域１２６、第１０力領域１２８、第１１力領域１３０、及び第１２力領域１３
２は、０～１０Ｎ／領域の横方向の力を備えてよい。第７力領域１２２は、脚部開口部３
４に隣接する。第１２力領域１３２は、腰部開口部３６に隣接する。第７力領域１２２、
第８力領域１２４、及び第９力領域１２６の少なくとも一部は、脚部開口部３４に向かっ
て、後側ベルト幅の下部３分の２以内に位置する。力領域は、前側及び後側ベルト８４、
８６内の長手方向軸線に沿ってベルト全体にわたり等距離であってよい。力領域はまた、
前側及び後側ベルト８４、８６内の長手方向軸線に沿ってベルト全体にわたり等距離でな
くてもよい。力領域は、様々な幅及び長さを有してよい。力領域は、本体３８及び／又は
吸収性コアにより中断される場合など、連続又は不連続であってよい。
【００４８】
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　前側ベルト８４は、５～５０個の弾性ストランドを含んでよい。前側ベルト８４は、１
０～２０個の弾性ストランドを含んでよい。後側ベルト８６は、５～５０個の弾性ストラ
ンドを含んでよい。後側ベルト８６は、１０～２０個の弾性ストランドを含んでよい。弾
性ストランドは、異なる力領域の間で分配される。弾性ストランドは、力領域の間で均等
に分配されてよい。弾性ストランドはまた、異なる力領域の間で不均等に分配されてよい
。各力領域は、少なくとも１つの弾性ストランドを含む。
【００４９】
　弾性ストランドは、２００～２５００の線密度を有してよい。線密度は、弾性ストラン
ドにおける弾性繊維の密度である。線密度に最もよく用いられる単位は、１０，０００メ
ートル当たりのグラム単位の量である、デシテックスであり、ｄｔｅｘと略記される。線
密度は力プロファイルを変更するために使用され得る。例えば、単一の弾性ストランドの
線密度を選択する、複数の弾性ストランドをお互いにごく近接しているより小さな線密度
と結合する、及び／又は他のエラストマー材と結合することによって、所望の力プロファ
イルに達することができた。
【００５０】
　弾性ストランドは、弾性予ひずみを有してよい。弾性予ひずみは、弾性ストランド又は
複数の弾性ストランドにおける、その弾性体が第１及び／又は第２ベルト層に結合された
時点での長さの増加比率である。例えば、１５センチメートル（ｃｍ）の自由長を有する
ストランドは、１５ｃｍの弾性ストランドが今１８ｃｍの長さであるように荷重をかけて
よい。この３ｃｍの長さの増加は、１５ｃｍの２０％（３／１５）であり、つまり、２０
％のひずみである。弾性予ひずみは、単一の弾性ストランド又は複数の弾性ストランドの
力プロファイルを変更するために使用され得る。力プロファイルはまた、１つ以上の弾性
ストランドの弾性予ひずみと共に線密度を変更することにより変更できる。
【００５１】
　後側ベルト８６の第３弾性部１０６で見られる第８力領域１２４の弾性予ひずみは、第
７力領域１２２及び第９力領域１２６の両方の弾性予ひずみよりも、大きいか、等しいか
、又は小さくてもよい。後側ベルト８６の第４弾性部１０８で見られる第１１力領域１３
０の弾性予ひずみは、第１０力領域１２８及び第１２力領域１３２の両方の弾性予ひずみ
よりも、大きいか、等しいか、又は小さくてもよい。
【００５２】
　後側ベルト８６の第３弾性部１０６で見られる第８力領域１２４における弾性体の線密
度は、第７力領域１２２及び第９力領域１２６の一方又は両方における弾性体の線密度よ
りも、大きいか、等しいか、又は小さくてもよい。後側ベルト８６の第４弾性部１０８で
見られる第１１力領域１３０における弾性体の線密度は、第１０力領域１２８及び第１２
力領域１３２の一方又は両方における線密度よりも、大きいか、等しいか、又は小さくて
もよい。
【００５３】
　第１弾性部１０２の力は、第２弾性部１０４と等しくなくてもよい。第３弾性部１０６
の力は、第４弾性部１０８と等しくなくてもよい。第４弾性部１０８内に位置する弾性体
は、実質的に部全体を連続して横方向に被覆する。第３弾性部１０６内に位置する弾性体
は、本体３８及び／又は吸収性コアが横切って中断する場合がある。
【００５４】
　各領域の弾性ストランドの数は、吸収性コアの配置によって変更され得る。出願人らは
、より薄い吸収性コアの使用は、物品の厚みの変化を補うため更なる弾性力の必要性につ
ながり得ることを発見した。力プロファイルを吸収性コアの位置及び厚みによって調整す
る必要がある。このことは、特に第２弾性部及び第３弾性部に影響を及ぼす。
【００５５】
　ベルト内に配置された弾性ストランドは、弾性ストランドの曲線の接線が中心線と鋭角
を形成できるように又は弓形形状を形成できるように、湾曲した状態で整列されてよい。
これは、力プロファイルのターゲッティング、及び／又はストレッチ部内の印刷と伸縮性
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（elastication）／しわの程度／弾性との調整を可能にし得る。
【００５６】
　第３弾性部１０６の第８力領域１２４は、第７力領域１２２及び第９力領域１２６より
も大きいか又は等しい力プロファイルを含有する。第４弾性部１０８の第１１力領域１３
０は、第１０力領域１２８及び第１２力領域１３２よりも大きいか又は等しい力プロファ
イルを含有する。
【００５７】
　弾性ストランド間の間隙は、３ｍｍ、５ｍｍ、６ｍｍ、７ｍｍ、８ｍｍ、９ｍｍ、１０
ｍｍ、１１ｍｍ、１２ｍｍ、１３ｍｍ、１４ｍｍ、１５ｍｍ、１６ｍｍ、１７ｍｍ、１８
ｍｍ、１９ｍｍ、２０ｍｍ、２１ｍｍ、又は２２ｍｍであってよい。第２力領域１１２及
び第１１力領域１３０内の弾性ストランド間の間隙は、第１力領域１１０及び第３力領域
１１４、又は第１０力領域１２８及び第１２力領域１３２内の弾性ストランド間の間隙よ
り大きくてよい（例えば２０ｍｍ）。第１２力領域１３２と腰部開口部３６との間の間隙
は、約１５ｍｍ～４０ｍｍであってよい。この間隙はまた、スクリム材料マトリックスの
横方向に延在する要素間の間隙にも適用される。
【００５８】
　第１弾性部１０２と第２弾性部１０４との間のスペーサ１３６は、弾性部の一方又は両
方に配置される弾性体の平均間隔より少なくとも１．５、２、３、又は４倍大きくてよい
。第３弾性部１０６と第４弾性部１０８との間のスペーサ１３６は、他の弾性部の一方又
は両方に配置される弾性体の平均間隔より少なくとも１．５、２、３、又は４倍大きくて
よい。スペーサ１３６はまた、前側ベルト部分８４及び後側ベルト部分８６内の少なくと
も２つの交互の領域の間であってもよい。スペーサ１３６は、弾性部の一方又は両方に配
置される弾性体の平均間隔より少なくとも１．５、２、３、又は４倍大きくてよい。
【００５９】
　出願人は驚くべきことに、ベルトの前側及び後側部分８４、８６の一方又は両方の全体
にわたり、第２力領域１１２、第５力領域１１８、第８力領域１２４、及び第１１力領域
１３０が隣接する領域より大きい力プロファイルを有するように力プロファイルを変更す
ることによって、吸収性物品の改善された着用感及び快適さが生成されることを発見した
。記載された力プロファイルは、低減された弛み及び／又は腰部開口部周囲の間隙の問題
と共に改善された着用感につながる。直上の段落で言及される間隙により、介助者又は使
用者は吸収性物品を容易に取り付け及び取り外しできるようになる。このプロファイルは
、交互の高低力プロファイルの力領域によって同様に表現できる。第２力領域１１２の増
大した力プロファイルはまた、第１力領域１１０の力プロファイルが第２力プロファイル
１１２のそれよりも小さいため、介助者又は使用者が吸収性物品を小さい力で引っ張るこ
とを可能にする。
【００６０】
　試験方法の項
　試験装置／環境
　ＭＴＳ　Ｔｅｓｔｗｏｒｋｓ　ｖｅｒｓｉｏｎ　４．０のＭＴＳ　Ａｌｌｉａｎｃｅ又
は同等の計器などの、好適な引張試験器が使用される。試験器は、使用されるべきサイド
シームの少なくとも横の全長を保持できるフラットクランプを備えている。計器が、製造
者の仕様書に従って較正される。試験は、２３℃±２℃、及び相対湿度５０％±２％で行
う。
【００６１】
　試料調製
　製品のサイドシームを破断して前側ベルトを後側ベルトから分離する。対応する力領域
（本発明の発明を実施するための形態に記載されるように）は、これらのベルトから切り
離す。前側及び後側のベルトの分離された各部は、本明細書で「試験サンプル」と呼ばれ
る。シャーシコンポーネントを含むすべての材料層は、試験サンプルで維持する必要があ
る。すべてのカット線は、直線で、吸収性物品の横方向に平行である。各試験サンプルは
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品の長手方向の寸法）を測定する。
【００６２】
　試験サンプルの長さを決定する。長さは、吸収性物品の横方向に、完全に引き伸ばされ
た状態の試験サンプルの一方の末端部から他方の末端部までの距離を測定する。完全に引
き伸ばされた状態は、試験サンプルが、０．１Ｎ／ｍｍに試験サンプルの幅を掛けた力に
よって引き伸ばされた状態である。試験サンプルの一方又は両方の末端部が長手方向に平
行でない場合、試験サンプル内の最短の長さを試験サンプルの長さとみなす。
【００６３】
　調整された試験サンプルの長さは、試験サンプルの長さ引く上部及び下部クランプにお
ける任意の材料の結合長であるように定義する。したがって、各末端部において１０ｍｍ
をクランプで保持できるように試験サンプルをクランプに固定する場合、調整したベルト
の長さは、測定したベルトの長さから２０ｍｍを引いたものである。
【００６４】
　試験サンプルは、試験前に少なくとも１０分間引き伸ばさない状態を保つ。
【００６５】
　試験群
　各試験サンプルに対し、引張試験機の初期標点距離を設定して、試験サンプルを緩和状
態で固定することができる。ロードセルはゼロになってサンプル重量をオフセットする。
【００６６】
　試験サンプルは、２５４ｍｍ／分の速度で吸収性物品の横方向に引き伸し、ロード（Ｎ
）は、試験サンプルが調整された試験サンプルの長さの６５％に達した後５秒以内に測定
する。横の力は、次の等式によってそれぞれの力領域について計算する。
　試験サンプルの横の力（Ｎ／ｍｍ）＝測定値（Ｎ）／力領域の幅（ｍｍ）
【００６７】
　本明細書に開示した寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳しく制限されるものとし
て理解すべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【００６８】
　本発明の「発明を実施するための形態」で引用したすべての文献は、関連部分において
本明細書に援用するが、いずれの文献の引用もそうした文献が本発明に対する先行技術で
あることを容認するものとして解釈されるべきではない。この文書における用語のいずれ
かの意味又は定義が、参照することにより組み込まれる文献における用語のいずれかの意
味又は定義と矛盾する範囲については、本文書においてその用語に与えられた意味又は定
義が適用されるものとする。
【００６９】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の「特許請求の
範囲」で扱うものとする。
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